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２０２３年度（概要編）

十勝の民有林



■管内概要 

 十勝地方は北海道の南東部に位置し、北緯 42

度 09 分～北緯 43 度 38 分、東経 142 度 40 分～

144 度 02 分に位置しています。 

総面積は 10,831 ㎢で、都道府県別面積が全国

７位の岐阜県とほぼ同じ、最小の香川県の約６

倍の広さを有し、全道総面積の約 13％を占め、

全道 14(総合)振興局の中で最も広い地域となっ

ています。 

人口は 331,894 人で、全道人口の約 6.4％にあ

たります。 

 地勢は、西側には日高山脈、北側には東大雪

に2,000m級の山が連なり、十勝平野の中央部を、

大雪山系を水源とする十勝川が流れ、太平洋に

注いでいます。 

 

 
１  国有林 

十勝管内の森林面積の約 60％を国有林

が占めており、大雪山系、阿寒山系は針葉

樹林と針広混交林、日高山系は広葉樹林と

なっています。 

針広混交林は、エゾマツなどの針葉樹と

カバ、ナラなどの広葉樹を含む天然林、人

工林は、トドマツ、アカエゾマツなどで構

成されています。 

西は日高山脈襟裳国定公園、北は大雪山

国立公園に指定されるなど、森林の持つ公

益的機能の発揮が特に期待されます。 

 

  
２  道有林 

十勝管内森林面積の約７％を占めてい

る道有林の大部分は、トドマツなどの針葉

樹とナラなどの広葉樹を含む天然性針広

混交林となっています。 

道有林の森林づくりは、森林の多面的機

能を持続的に発揮し、地域と一体となった

森林づくりを目指して計画的な森林の整

備・管理を進めています。 

 

十勝の森林データ 

 十勝 北海道 

総面積（ha） 1,083,162 8,342,441 

人口（人） 331,894 5,183,687 

森林面積（ha） 689,146 5,535,121 

森林率（％） 63.6 66.3 

一人あたりの森林面積

（ha） 
2.07 1.06 

資料： 

全国都道府県市町村別面積調（令和４年４月１日時点） 

住民基本台帳（令和４年１月 1 日現在） 

北海道林業統計（令和４年４月 1日現在） 

 
３  一般民有林 

一般民有林は、十勝管内森林面積の約 

33％を占めています。一般民有林の人工林

率は 45％で、全道でも主要なカラマツ林業

地帯となっています。この人工林の多くは

主伐期を迎えており、伐採後の再造林や間

伐など、適切な森林施業を行う必要があり

ます。 

          

 ※一般民有林 ： 国有林や道有林を除く個人・法人・市町村などが所有する森林 
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■管内森林位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この図面を作成するにあたり、林野庁業務資料を使用しています。 
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Ⅰ 森林資源と生産活動 

１ 管内の森林資源の概況 

(１)十勝管内の森林の概況  

①森林面積   

管内の森林面積は689,146haで、全道森林 

面積（5,535,121ha）の約 12％に当たります。 

所管別にみると国有林60％、道有林7％、 

一般民有林が33％（市町村有林7％、私有林 

26％）となっています。 

 

②森林の蓄積                  

管内の森林蓄積は124,666千㎥で、全道森 

林蓄積（853,165千㎥）の15％に当たります。 

所管別にみると国有林61％、道有林8％、 

一般民有林が31％（市町村有林8％、私有林 

23％）となっています。 

 

 

 

（２）一般民有林の森林資源の概況 

①林種別構成              

    一般民有林の林種別構成は、人工林が45％ 

で全道平均の37％に比べて高くなっています。                           

                        

 

 

 

 

 

②人工林の樹種別構成 

樹種別割合は、カラマツが73％と圧倒的に 

高く、次いでトドマツが11％となっています。  
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国国有有林林  
441155,,556666  
6600..33％％  

所所管管別別森森林林面面積積((hhaa))  

私私有有林林  
118811,,332200  
2266..33％％  

道道有有林林  
4455,,116633  
66..66％％  

一一般般民民有有林林  
222288,,441177  
3333..11％％  

市市町町村村有有林林  
4477,,009977  
66..88％％  

一一般般民民有有林林林林種種別別構構成成((hhaa))  

天天然然林林  
111144,,555555  
5500..22％％  

人人工工林林  
110011,,554422  
4444..55％％  

広広葉葉樹樹  
  55,,115599  
22..33％％  

無無立立木木地地  
1122,,227711    
55..33％％  

針針葉葉樹樹  
9966,,338833  
4422..22％％  

所所管管別別森森林林蓄蓄積積((千千㎡㎡))  

市市町町村村有有林林  
  99,,443377  
77..55％％  

道道有有林林  
1100,,332200  
88..33％％  

国国有有林林  
7755,,992222  
6600..99％％  

私私有有林林  
2288,,998866    
2233..22％％  

一一般般民民有有林林  
3388,,442233,,  
3300..88％％  

一一般般民民有有林林人人工工林林樹樹種種別別構構成成（（hhaa))  

トトドドママツツ  
1111,,004422  
1100..99％％  エエゾゾママツツ  

66,,225566  
66..22％％  

カカララママツツ  
7744,,005511  
7722..99％％  

広広葉葉樹樹  
  55,,115599  
55..11％％  

そそのの他他  
針針葉葉樹樹  
55,,003344  
55..00％％  



２ 森林整備（造林事業） 

（１）森林整備の必要性  

造林事業は、戦後の大きな木材需要に対

応するため、昭和20年代半ばから昭和40年

半ばにかけ、積極的に人工林が進められて

きました。 

現在、これらの人工林の多くは本格的な

利用期をえていることから、特に伐採事業

が進んでいます。 

このため、森林の現況や自然条件、地域

ニーズ等を踏まえながら、間伐や伐採後の

再造林等の施業を確実に実施することな

どにより、森林の適正な整備を進める必要 

があります。 

 

（２）森林整備のための取組み 

ふるさとの山づくり総合計画 

   北海道の豊かな森林資源を将来世代に引き継ぎ、森林の持つ多面的機能を持続的に発揮させて

いくためには、植林や間伐等の森林整備を計画的に実施する必要があります。 

   森林資源のさらなる充実を図るためには、森林作業の省力化を図りながら、効率的に伐採後の植

林を推進することが重要と考え、森林所有者が森林づくりに意欲的に取り組めるよう市町村が行う譲

与税事業や植林を支援する事業の総合計画を作成し、これに基づき、道及び市町村が森林整備へ

の支援（豊かな森づくり推進事業）を行っています。 
 

 ふるさとの山づくり総合計画（R3～R12 年の 10 ヵ年：十勝計）             （単位：ha、m） 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
主　伐 20,953 10,078 10,875 1,964 2,014 2,022 2,033 2,044 2,083 2,123 2,181 2,227 2,261
植　林 19,085 9,177 9,909 1,801 1,818 1,845 1,849 1,863 1,899 1,931 1,992 2,022 2,064
保　育 73,179 35,160 38,019 6,870 7,026 7,056 7,102 7,106 7,260 7,406 7,609 7,795 7,950
間　伐 35,802 17,418 18,385 3,311 3,405 3,465 3,571 3,665 3,683 3,670 3,674 3,654 3,703
作業道等 52,320 27,880 24,440 4,988 7,558 5,558 4,888 4,888 4,888 4,888 4,888 4,888 4,888

鳥獣害防止（シカ柵） 3,810 1,905 1,905 381 381 381 381 381 381 381 381 381 381
鳥獣害防止（その他） 116,503 58,541 57,962 11,779 11,726 11,717 11,682 11,637 11,600 11,600 11,600 11,580 11,582

区　　分 総計 前期計 後期計
年度別計画量

前　　　　期 後　　　　期
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（資料：北海道林業統計）  
 

（資料：造林事業実績） カラマツ人工林【浦幌町】  



（３）カラマツ人工林の現状 

管内の一般民有林におけるカラマツ人工林の面積は75,497ha、蓄積は21,374千㎥で、全道

の一般民有林におけるカラマツ人工林面積(299,507ha)の25％を、蓄積(90,581千㎥)の24％を

占めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齢級別でみると、保育段階（Ⅲ～Ⅵ齢級）は全体の22％、標準伐期のⅦ齢級以上では65％

となり、半数以上が利用期を迎えています。 

しかし、主伐が拡大していく中、跡地造林が進

まず、造林未済地が増加している傾向がありま

す。 

造林未済地解消は喫緊の課題となっており、今

後、伐採跡地における植栽を着実に実行するため、

森林所有者及び伐採事業者の意識改革、担い手

の育成・確保、新たな助成制度の創設など「伐っ

たら植える」体制づくりの確立が急務となっていま

す。 
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（資料：水産林務部森林計画課集計） 

コンテナ苗木の植林状況 

（資料：北海道林業統計） 



（４）野ねずみ、エゾシカ被害と防除 

①野ねずみ 

  野ねずみの被害は、エゾヤチネズミ

によるカラマツ人工林の食害が中心で

恒常的に発生しています。 

野ねずみ被害の防除を効果的に実

施するために、市町村ごとに年３回の

発生予察調査を行い、生息状況を把

握しています。 

  防除は、薬剤の一斉散布によるも

ので、作業の省力化と経済性に優れる

ヘリコプターによる空中散布が主体で

すが、水源地や農地等に隣接した森

林では、人力による地上散布を行うこ

とで、隣接地に薬剤が混入しないよう

にしています。 

 
 

 

 

 
 
 

 
 
 

②エゾシカ 

  エゾシカの推定生息数は、依然として

高い水準にあり、農林業被害や交通事

故の増加等が深刻な社会問題となって

いることから、「北海道エゾシカ対策推進

条例」に基づき総合的かつ計画的な対

策を推進しています。 

  森林被害については道内全域に拡大し

ており、エゾシカは国有林・民有林の区別

なく移動することから、関係機関が被害対

策を一体的に実施することが重要となって

います。 このことから、エゾシカによる森

林被害を軽減するため、防除や捕獲など

の対策を進めるとともに、国有林･民有林 

が連携し効果的な森林被害対策に取り組 

んでいます。 
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（資料：北海道森林保護事業実績書） 

（資料：北海道森林保護事業実績書） 

（資料：北海道森林保護事業実績書） 



 

林業生産基盤整備道ワッカ美加登線 （林道 ）：士 幌町   

林 業専用道 （規格相当 ）幾千世 ３８林班線 ：浦幌町  

３ 路網整備 

林道や林業専用道等の路網は、森林を健全な状態で維持・管理し、森林からのさまざま

な恵みを私たちの生活の場に運ぶために不可欠な施設です。また、森林と山村・都市を結

び森林を憩いの場として提供するなど大切な役割を担っています。 

（１）林道・林業専用道＜公共事業＞ 

林道・林業専用道は、手入れが必要な森林へのアクセスや機械化等を通じた効率的な森

林施業を実施していく上で欠かせない基盤整備であり、森林を守るために重要な役割を果

たしています。                            

林道は、不特定多数の人が利用する恒久的な施設であり、セミトレーラー（25ｔ）など

の走行を想定しているため安全施設や防護施設等を完備、森林整備や木材生産を進める上

で幹線となる施設です。 

その幹線を補完するのが林業専用道で、主として特定の者が森林施業のために利用する

施設で、１０ｔ積程度のトラックや林業用車両（大型ホイ－ルタイプフォワ－ダ）の搬入

に対応した、必要最小限の規格・構造を持つ

施設です。                        

 管内の一般民有林における林道整備状況 

は令和４年度に林道２路線 633m を整備し

ました。令和５年度は林道２路線 750m、林

業専用道１路線 740m を整備予定です。ま

た、総延長 3,400m の林道１路線を新たに計

画しています。 

     

（２）林業専用道（規格相当）＜非公共＞ 

間伐材や主伐材を搬出するため、平成 21 

年の非公共の路網整備地域連携モデル事業

により基幹作業道の整備を始めて以来、森

林整備加速化林業再生事業や合板･製材･集

成材生産性向上品目転換促進対策事業等に

より、林業専用道(規格相当)を開設し、こ

れまで 46,080m の整備を行いました。令和

５年度は 1,250m 整備予定です。 

 

（３）林道の改良 

利用実態及び機能の発揮等の観点から安全通行の確保、既設林道の機能向上等を図ると

ともに、自然環境の保全などの社会要請に対応した局部的な構造の改良を行う事業です。 
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 ■林道改良の主な種類 

  橋 梁 改 良･･･橋梁の架け替えや塗装をする。 

  局 部 改 良･･･林道の勾配や曲線の修正、排水施設や防護施設、路盤等を改築する。 

  幅 員 拡 張･･･林道の道路幅員を広げる。 

  法 面 保 全･･･林道の法面崩壊、土砂の流出等を防止する。 

 

 

 



４ 林野火災 

 林野火災は、ひとたび発生すると地形・気象・水利条件などに

より消火活動が困難になることが多く、大きな被害をもたらすこ

とが少なくありません。 

北海道の林野火災対策は、北海道地域防災計画に基づき実施さ

れていますが、貴重な資源である森林を守るために、各市町村の

林野火災予消防対策協議会と密接な連携のもとに、山火事予防意

識の啓発や消火資機材の配付など、予消防対策を積極的に推進し

ています。 
 
林野火災発生状況（5 ヵ年）                （十勝総合振興局管内） 

 

区分 

 

 

 

 

 

年別 

原 因 別 出 火 件 数 被害内容 
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明 
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計 

 

被  

害 

面 

積 

（ha) 

 

被  

害  

金  

額  

（千円） 

令和4年      1   2  1  3 7 13.33 20 

令和 3年   1      2    1 4 13.08 245 

令和 2年         3    4 7 15.93 19,051 

平成 31年

(令和元年) 
        1    2 3 7.33 0 

平成 30年 1    1    1   1 3 7 33.02 4,339 
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５ 林業・木材産業 

（１）生産活動 

① 素材生産 

十勝地域では、全道の 4 分の 1 の蓄積を誇る充実したカラマツ人工林を中心として、素材（丸

太）の生産が活発に行われています。 

令和 3 年度の素材生産量（立木から生産された丸太の量）は約 71 万 m3で、約 7 割が一般民有

林からの生産となっています。樹種別では、カラマツが全体の約 7割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 木材加工 

十勝地域は、製材工場及びチップ工場を中心とした

木材加工工場の全道有数の集積地となっており、特に

カラマツ製材の生産量は全道の約 4 割を占めていま

す。 

管内の木材加工工場における令和 3 年度の原木消

費量（工場で加工した丸太の量）は約 63万 m3となっ

ており、製材用が全体の約 7割を占めています。樹種

別ではカラマツが全体の約 6割を占めています。 

製材工場は令和3年度末で20工場が稼働しており、

約 43 万 m3の丸太から約 19 万 m3の製材を生産してい

ます。ほぼ全量が針葉樹を原料としており、出荷され

る製品は、カラマツはパレットや梱包材といった産業

用資材、エゾマツ・トドマツは建築材が主となってい

ます。 

チップ工場は令和 3 年度末で 25 工場が稼働してお

り、約36万 m3のチップを生産しています。このうち、

約 15万 m3は丸太からではなく、製材工場の副産物と

して出される背板から生産されています。樹種別では、

カラマツを原料としたチップが全体の約 5 割を占め

ているほか、約 3割は広葉樹を原料としています。 
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【木材加工工場の原木消費量】 

 

【製材工場の出荷量の内訳】 

【チップ工場の原料の内訳】 



③ 特用林産 

管内の特用林産物は、生しいたけを中心としたきの

こ類が生産されているほか、木炭が生産されています。 

 

（２）管内の林業・木材産業の振興に向けた地域の取組 

① 住宅分野での利用の促進 

管内で生産される素材（丸太）の大半を占めるカラマツは、強度が高い一方、乾燥の際の捻れ

や割れなどが発生しやすい性質があることから、従来は建築用材に不向きとされ、主に産業用資

材（製材）として多くが道外に出荷されてきました。 

そのような中、地方独立行政法人北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場が開発した新

しい乾燥技術を使用することにより、このような欠点を防止した建築用構造材「コアドライ®」の

生産が管内で始められているほか、地域の工務店、設計事務所、木材加工工場及び林業関係者な

ど幅広い関係者により、十勝産のカラマツ材を地域の住宅建築に利用することに関する一般消費

者向けの普及啓発活動が行われるなど、住宅分野でのカラマツの利用の促進に向けた取組が進め

られています。 

② ＳＧＥＣ認証の普及 

森林認証とは、持続可能性などに配慮した森林経営に由来する木材に対する消

費者の選択的な購買を促すことにより、持続可能な森林経営を実現することを目

指す仕組みであり、現在、世界中で複数の認証制度が運用されています。 

十勝管内では、一般社団法人緑の循環認証会議が管理運営するＳＧＥＣ認証制

度の地域一体での取得を目指し、「とかち森林認証協議会」が平成 27年 4月に発足し、平成 28年

3 月にＳＧＥＣ認証を取得しました。令和 5年 3月末時点で、協議会の構成員が所有する 13万 ha

の森林についてＳＧＥＣ認証を取得しています。 また、道では、協議会の取組が地域全体に波

及するよう、管内の道有林 4万 5千 ha について、平成 27 年 12 月にＳＧＥＣ認証を取得していま

す。 

これらの動きにより、十勝管内のＳＧＥＣ認証森林の面積は、管内の民有林の約 7 割に相当す

る 19万 8千 ha となり、これらの森林からのＳＧＥＣ認証材の生産が行われています。 

森林認証材の普及と需要拡大のため、十勝大雪森林組合が音更町の事務所整備に道内で初めて

プロジェクト認証を取得、西十勝森林組合も新得町の新事務所建築にプロジェクト認証を取得し

道内で 2 例目となりました。さらに、音更町の道の駅おとふけは、全国の道の駅で初めてプロジ

ェクト認証を取得しました。 

プロジェクト認証は、建築など特定のプロジェクトで使用される原材料がＳＧＥＣ認証材であ

ることを証明することにより、認証材の利用を PRする制度です。 

③ 木質バイオマスの活用 

十勝管内では、木材加工工場で発生するおが粉やバーク（樹皮）などが家畜敷料、長芋やゆり

根の緩衝材、キノコ菌床などの農業分野で利用されているほか、5 箇所の木質ペレット生産施設

の原料としても使用されています。 

 

 

 

－10－ 

品目 
きのこ 

木炭 

乾しいたけ 生しいたけ 

生産量（t） 0.2 83 170 
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